
NGO・NPOの環境保全活動を支援します。
環境再生保全機構
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独立行政法人環境再生保全機構
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環境再生保全機構は、国の出資金と民間からの寄付金により「地球環境基金」を設け、その運用益と国からの運営費交付金により、
国内外の民間団体（NGO・NPO）が行う環境保全活動へ支援を行っています。
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サポーターや支援企業などと共に取り組む
VF甲府エコスタジアムプロジェクト
サッカーJ1のヴァンフォーレ甲府のホームスタジアム
「山梨中銀スタジアム」では、2004シーズンから使
い捨て容器ゴミの削減を目指しリユース食器を積極
的に導入。試合開始前には、前回の試合で使用され
たリユース食器の数と、その環境効果をスタジアム
の大型ビジョンに表示するなど、積極的な環境活動に
取り組んでいます。

5月18日に実施された『第4回CC等々力エコ暮ら
しこフェア』で、イベント“みんなでつくろう地球環
境基金ポスター”を行いました。ポスターには、来
場者のほか、川崎フロンターレの「ふろん太くん」
にも参加していただきました。

37号から写真を多く取入れ、誌面を一新しました。今回は
暑い中の取材も多く、旭山動物園では気温35℃の中、白
クマもぐったりしていました。特集「協働・連携のいま」に
ついて様々な形態における最新情報をお届けします。

地球環境基金ではツイッタ－を
行っています。

企業・団体等組織で開催される環境に
関するイベントに、地球環境基金の活
動紹介パネル・ポスター・募金箱の貸出
しや各種広報グッズなどの提供を行っ
ています。

協働・連携のいま
NGO・NPOと企業・行政、「ニーズ」と「強み」の

マッチングを読み解く

特集
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